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新記録ノート

ワサビクダアザミウマLiothrips wasabiae Haga & Okajimaの中部地方からの新分布記録
[A new distribution record of Liothrips wasabiae Haga & Okajima (Thysanoptera, Phlaeothripidae) from Chubu 
district, Japan]
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種： Liothrips wasabiae Haga & Okajima, 1983（Thysanoptera, Phlaeothripidae）〔ワサビクダアザミウマ（ア
ザミウマ目，クダアザミウマ科）〕
標本：雌成虫3個体（静岡県静岡市葵区梅ヶ島），雌成虫3個体（静岡県静岡市葵区有東木）；カナダバ
ルサム封入プレパラート標本；ふじのくに地球環境史ミュージアム
[Specimens examined: 3 adult females from Umegashima, Aoi, Shizuoka City, Shizuoka Pref., Japan, 3 adult fe-
males from Utogi, Aoi, Shizuoka City, Shizuoka Pref., Japan; Specimens mounted in Canada balsam; Museum 
of Natural and Environmental History, Shizuoka]
採集地：静岡県静岡市葵区梅ヶ島，静岡県静岡市葵区有東木
[Collection localities: Umegashima, Aoi, Shizuoka City, Shizuoka Pref., Japan & Utogi, Aoi, Shizuoka City, 
Shizuoka Pref., Japan]
採集日： 2017年1月10日
[Collection date: 10. i. 2017]
採集者：松田健太郎，西島卓也，杉山泰昭，古木孝典
[Collectors: by Kentaro Matsuda; Takuya Nishijima, Yasuaki Sugiyama, Takanori Furuki]
同定者：工藤　巖（静岡県静岡市）
[Identification: by Iwao Kudo; Shizuoka City, Shizuoka Pref., Japan]

備考： 2016年9月，静岡県静岡市葵区の水ワサビEutrema japonicum（Miq.） Koidz., syn. Wasabia japonica
（Miq.） Matsum. において葉や根茎に原因不明の黒斑症状が確認された．同年11月，静岡大学の西
東　力教授（当時）によって，本症状はアザミウマの一種の寄生によるものであることが明らか
にされた．同月，工藤　巖博士によって，本種はワサビクダアザミウマLiothrips wasabiae Haga & 
Okajima（図1, 2, 3）と同定された．本種は畑ワサビの害虫として知られており（石井・北村 1975, 
Okajima 2006，尾添1971，尾添ら 1970），食害部は黒斑となる（図4）．本種はこれまで我が国の中
国地方（広島県，島根県，山口県）のみで分布が知られていた（Haga & Okajima 1983，石井・北村
1975，児玉ら1978, Okajima 2006）．このため，2017年1月に採集者らによって現地の発生状況調査
および越冬調査を行った結果，新たに静岡県静岡市葵区の水ワサビほ場2地点において分布が確認
された．なお，2017年5月までの調査では，県内他地域での本種の発生は認められていない．
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本調査では各ほ場から収穫直前の水ワサビ3株を採集し，葉および葉柄部と根茎部を葉柄基部で
切り分け，それぞれ持ち帰った後，70％エタノールで洗い出しを行った．その後，部位別の成幼虫
寄生頭数を計数した．その結果，梅ヶ島のほ場では葉および葉柄部と根茎部で成虫寄生頭数がほぼ
同等であったが，有東木のほ場では葉および葉柄部の成幼虫寄生頭数が根茎部より多かった（表1）．
しかし，石井・北村（1975）は，畑ワサビにおいては，12月中旬には第2世代成虫の一部，第3世代
幼虫，前蛹，蛹，成虫の各態がワサビの地下部のみに生息し越冬すると報告している．本調査と石
井・北村（1975）で越冬期の寄生部位が大きく異なった理由として，畑ワサビと水ワサビの栽培条
件の違いが影響していると考えられる．すなわち，畑ワサビでは積雪等の影響を受け難く，温度変
化が少ない地下部で越冬するが，水ワサビでは根茎下部に常に水が流れているため，葉および葉柄
部で越冬している個体数が多くなったと考えられる．なお，本種は畑ワサビにおいても，越冬期以

図1. ワサビクダアザミウマ成虫． 図2. ワサビクダアザミウマ2齢幼虫．

図3. ワサビクダアザミウマ卵． 図4. ワサビクダアザミウマの食害によるワサ
ビ根茎の黒斑症状．

表1. ワサビクダアザミウマ成幼虫の部位別寄生頭数．

採集地点 ステージ
平均寄生頭数±SE

葉および葉柄 根茎

静岡県静岡市葵区梅ヶ島 成虫 1.3±0.3 1.0±1.0
幼虫 0 0

静岡県静岡市葵区有東木 成虫 9.7±9.2 1.0±1.0
幼虫 0.7±0.7 0

1地点につき3株を調査した．
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外は葉や茎の地上部にも見られることが確認されている（石井・北村 1975, Okajima 2006）．
幼虫は，梅ヶ島のほ場では確認されず，有東木のほ場においても葉および葉柄でわずかに確

認されたのみであり，寄生している個体の大部分は成虫であった（表1）．この傾向は石井・北
村（1975）と一致した．
また，本調査でも，幼虫，前蛹，蛹，成虫の各態を確認した（図表略）．このことから，本種は
水ワサビにおいても畑ワサビと同様に（石井・北村 1975），様々なステージで越冬していると考え
られた．
本種が中部地方に侵入した原因は不明であるが，人為的なワサビ苗の移動に伴い，既発生地域か
ら侵入した可能性が考えられる．
本種の耕種的な防除対策として，①発生ほ場で採取したワサビ苗は本種が寄生している可能性が
あるため，発生ほ場の苗は未発生ほ場に定植しないこと，②植物残さをほ場付近に放置すると野良
生えとなり，本種の発生源となるため，植物残さは埋めるかビニールで覆うなどして死滅させるこ
と，③ほ場周辺の野良生えのワサビからほ場内の水ワサビに本種が侵入する恐れがあるため，野良
生えのワサビの除去を行うこと，④水ワサビの生産や運搬に用いた資材は使用後によく洗浄するこ
と，などが挙げられる．

2017年5月現在，水ワサビにおいて本種に登録がある農薬は無く（独立行政法人農林水産消費安全
技術センター 2017），このままでは，被害の拡大が予想される．このため，詳細な分布調査と早急な
対策が望まれる．なお，生産現場への注意喚起のため，本報告の内容の一部は，静岡県病害虫防除所
から2017年3月30日付で平成28年度病害虫発生予察特殊報第4号として発表している（静岡県 2017）．
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